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生で皮ごといただく
完熟『フルーツきんかん』

　

果
樹
部
温
室
金
柑
研
究
会
で
は
７
人

の
生
産
者
が
45
ア
ー
ル
の
『
フ
ル
ー
ツ

き
ん
か
ん
』
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
１

月
上
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、
３
月
ま

で
続
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
フ
ル
ー
ツ
き
ん
か
ん
』
の
特
徴
は
、

玉
の
大
き
さ
が
直
径
約
3.5
㎝
も
あ
り
、

こ
れ
は
露
地
栽
培
の
金
柑
の
約
２
倍
ほ

ど
の
大
き
さ
。
ハ
ウ
ス
で
水
・
温
度
管

理
を
し
っ
か
り
し
、
完
熟
ま
で
収
穫
を

行
わ
な
い
と
い
う
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
だ
わ
り
の
栽
培
方
法

で
収
穫
し
た
金
柑
の
糖
度
は
平
均
18
度

と
高
く
、
甘
さ
が
あ
り
な
が
ら
、
従
来

の
露
地
栽
培
の
金
柑
よ
り
果
汁
も
多
く

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

同
会
の
山
崎
淳
代
表
は
「
金
柑
は
煮

詰
め
て
食
べ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
栽
培
し

て
い
る
『
フ
ル
ー
ツ
き
ん
か
ん
』
は
、

洗
っ
て
水
気
を
拭
き
取
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
ま
ま
皮
ご
と
食
べ
て
も
ら
え
ま

す
。
甘
さ
も
自
信
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
量
販
店
で
３
月
中
旬
頃
ま
で

は
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
賞
味
下
さ
い
。

１つ１つ丁寧に収穫を行う山崎さん。

香我美支所管内
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香我美支所管内 地区本部

調理実習で『食』を学ぶ夜須町特産品を学ぶ

　

女
性
部
土
佐
香
美
地
区
が
平
成
20
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
出
前
授
業
」。
香
美
市
・

香
南
市
の
全
中
学
校
で
、
１
年
生
・
２
年
生

を
対
象
に
、
各
市
の
「
ね
ら
い
」
に
沿
っ
た
地

場
産
物
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
料
理
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
に
は
、
女
性
部
香
北
支
部
が
香

北
中
学
校
２
年
生
に
、
調
理
を
指
導
し
ま
し

た
。
香
美
市
の
健
康
課
題
で
あ
る
高
血
圧
に

対
し
、
塩
分
が
少
な
く
て
も
美
味
し
さ
を
感
じ

ら
れ
る
「
具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
」
を
メ
ニ
ュ
ー

に
入
れ
、
ユ
ズ
、
や
っ
こ
ね
ぎ
を
使
っ
た
４
品

を
調
理
。
生
徒
か
ら
は
「
上
手
に
で
き
た
。
お

い
し
い
」「
家
で
も
作
り
た
い
」
と
、
感
想
が

聞
か
れ
、
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

香
美
地
区
青
壮
年
部
夜
須
支
部
・

女
性
部
同
支
部
は
、
１
月
26
日
に
夜

須
小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
「
ス
イ

カ
」
の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
前
授
業
は
、
全
学
年
対
象

に
年
間
通
じ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

年
度
の
締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
生
産
者
の
岡
西
文
明
さ
ん

が
先
生
と
な
り
授
業
を
実
施
。
モ
ニ

タ
ー
を
使
い
、
品
種
や
栽
培
方
法
を

学
び
、
ス
イ
カ
の
試
食
に
児
童
た
ち

は
大
喜
び
。
後
に
ほ
場
も
見
学
し
、

夜
須
町
特
産
品
で
あ
る
「
ル
ナ
ピ
エ

ナ
ス
イ
カ
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

学
び
ま
し
た
。

　

果
樹
部
せ
と
か
部
会
の
栽
培
す
る

「
温
室
せ
と
か
」
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。「
せ
と
か
」
は
高
糖
度
で
香
り

も
高
く
、
な
ん
と
い
っ
て
も
果
汁
が

た
っ
ぷ
り
。〝
柑
橘
の
女
王
〞
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
は
、
10
人
の
生
産
者
が
１
４

８
ア
ー
ル
で
ハ
ウ
ス
栽
培
し
、
最
良
の

大
き
さ
・
糖
度
に
仕
上
げ
る
た
め
に
、

き
め
細
か
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

野
村
圭
司
部
会
長
は
「
例
年
ど
お
り

美
味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
に
、
果
汁
た
っ
ぷ
り
の
せ
と
か
を

楽
し
ん
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

「温室せとか」出荷始める
協力して

「農協の森」の清掃を

　

香
美
地
区
青
壮
年
部
・
女
性
部
は
、
１

月
20
日
、
部
員
ら
18
名
で
高
知
市
春
野
町

に
あ
る
「
農
協
の
森
」
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

森
一
面
が
落
ち
葉
で
覆
わ
れ
地
面
が
見
え

な
い
中
、
女
性
部
員
が
ホ
ウ
キ
で
掃
き
集
め

る
と
、
青
壮
年
部
員
が
手
際
よ
く
袋
に
詰
め

て
運
ぶ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
な

が
ら
協
力
す
る
こ
と
で
、
短
時
間
で
森
は
見

違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は　
「
や
っ
ぱ
り
若
い
人
は
違
う
。

来
年
も
一
緒
に
や
っ
て
よ
」
と
の
女
性
部
員

の
声
に
、「
来
年
は
便
利
な
道
具
も
用
意
す

る
」
な
ど
と
、
楽
し
い
会
話
も
弾
み
清
掃
を

終
え
ま
し
た
。

収穫に勤しむ野村部会長。 綺麗になった森で記念撮影。

懸命に調理に取り組む生徒たち。

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

モニターを使い児童に授業を行う岡西さん。

地区本部

女性部大会・家の光大会を開催
－組織の活性化－

“フィオーリ”のコンサートに聞き入る部員の様子。

　

女
性
部
は
１
月
11
日
、
野
市
支
所
２
階

大
ホ
ー
ル
で
「
第
４
回
Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部

土
佐
香
美
地
区　

女
性
部
大
会
・
家
の
光

大
会
」
を
開
催
。
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
関
係

者
な
ど
合
わ
せ
て
総
勢
１
１
５
人
が
参
加
。

　

大
会
で
は
、
家
の
光
協
会
の
南
さ
や
か

氏
が
「
家
の
光
」
の
活
用
術
と
し
て
、
２

０
２
２
年
12
月
号
・
２
０
２
３
年
１
月
号

の
中
か
ら
記
事
を
抜
粋
し
、
暮
ら
し
の
中

で
役
立
て
て
い
け
る
お
金
ガ
イ
ド
や
健
康
、

コ
ロ
ナ
時
代
な
ら
で
は
の
冠
婚
葬
祭
の
マ

ナ
ー
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
佐
山
田
支
部
・
野
市
支
部
・

香
我
美
支
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
、

支
部
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
県
内
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
演
奏
グ
ル
ー
プ
〝
フ
ィ
オ
ー
リ
〞
の
皆

さ
ん
が
「
音
楽
の
花
束
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

生
演
奏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
に

ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
、
部
員
た
ち
は
優
し
い
心
地
の
良
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
包
ま
れ
日
常
を
忘
れ
素
敵

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
各
支
部
が
準
備
し
た
﹇
菌

床
し
い
た
け
﹈﹇
い
な
り
ず
し
﹈﹇
の
い
ち
ご

飯
﹈﹇
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
﹈﹇
フ
ル
ー
ツ
ト
マ

ト
﹈﹇
み
か
ん
餅
﹈
を
１
セ
ッ
ト
と
し
、
地

元
の
特
産
品
や
自
慢
料
理
を
持
ち
帰
り
ま

し
た
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

カ
ボ
チ
ャ

強
健
で
育
て
や
す
い

　

生
育
適
温
は
17
〜
20
度
で
ウ
リ
科
野
菜
の
中
で
は

比
較
的
低
温
に
強
く
、
強
健
で
病
害
虫
も
比
較
的

少
な
い
野
菜
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
類
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
豊
富
に
含
み
、
特
に
免
疫
力
を
高

め
る
β
‐カ
ロ
テ
ン
含
量
は
野
菜
の
中
で
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。

【
品
種
】
西
洋
カ
ボ
チ
ャ
で
は
「
み
や
こ
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）、「
え
び
す
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
九
条
栗
」

（
カ
ネ
コ
種
苗
）
な
ど
、
ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ
で
は
「
坊
ち
ゃ

ん
」（
ヴ
ィ
ル
モ
ラ
ン
み
か
ど
）
な
ど
。
表
皮
が
白
く

貯
蔵
性
の
あ
る
「
雪
化
粧
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

【
苗
づ
く
り
】
種
は
一
般
地
で
は
３
、
４
月
に
12
㎝
ポ
ッ

ト
に
３
粒
ま
き
、
本
葉
１
枚
の
頃
生
育
の
良
い
も
の

を
残
し
て
間
引
い
て
１
本
に
し
、
本
葉
４
、
５
枚
ま

で
育
て
ま
す
（
図
１
）。

【
畑
の
準
備
】
植
え
付
け
２
週
間
前
に
１
平
方
ｍ
当
た

り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
全
面
に
ま
い
て
耕
し
ま
す
。

次
に
、
畝
幅
（
ベ
ッ
ド
幅
）
90
㎝
で
中
央
に
深
さ
20
㎝

程
度
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
化
成

肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
、

３
kg
と
を
施
し
、
溝
を
埋
め
戻
し
て
高
畝
を
作
り
ま

す
（
図
２
）。

【
植
え
付
け
】
遅
霜
の
心
配
の
な
い
４
、
５
月
が
植
え

付
け
適
期
で
、
株
間
90
㎝
程
度
に
植
え
穴
を
掘
り
、

穴
に
十
分
水
を
注
い
で
植
え
付
け
ま
す
。
遅
霜
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
は
、
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
ト
ン
ネ
ル
、

ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
や
あ
ん
ど
ん
を
作
り
、
保
温
し
ま
す

（
図
３
）。

【
整
枝
・
交
配
】
本
葉
５
枚
く
ら
い
で
摘
心
し
、
生

育
の
良
い
子
づ
る
を
３
本
伸
ば
し
、
他
の
子
づ
る
は
か

き
取
り
ま
す
（
子
づ
る
３
本
仕
立
て
）。
伸
び
た
子
づ

る
は
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配
置
し
ま
す
（
図
４
）。
着

果
節
位
は
10
節
前
後
を
目
標
に
し
、
雄
花
開
花
日
の

早
朝
に
花
粉
を
雌
花
の
柱
頭
に
な
す
り
付
け
、
受
粉

（
人
工
授
粉
）
さ
せ
ま
す
。（
図
５
）。

【
追
肥
・
敷
わ
ら
】
追
肥
は
果
実
が
こ
ぶ
し
大
の
頃
、

化
成
肥
料
を
１
株
当
た
り
30
ｇ
程
度
、
株
元
か
ら
離

し
て
ば
ら
ま
き
ま
す
。
茎
葉
と
果
実
へ
の
泥
は
ね
防

止
の
た
め
、
敷
き
わ
ら
や
不
織
布
な
ど
透
水
性
の
資

材
を
敷
き
ま
す
。

【
収
穫
】
開
花
後
45
〜
50
日
た
っ
て
果
実
に
爪
が
立
た

な
い
く
ら
い
堅
く
な
っ
た
頃
が
収
穫
適
期
で
す
。
収

穫
後
７
〜
10
日
、
風
通
し
の
良
い
場
所
に
置
く
と
甘

味
が
増
し
ま
す
。（
図
６
）。

ハ
ウ
ス
ス
イ
カ

ゆ
ず

〈
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
生
態
と
媒
介
す
る
退
緑

黄
化
ウ
イ
ル
ス
〉

▽
ス
イ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
リ
類
全
般
に
「
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
」、
と
り
わ
け
「
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
の
被
害

が
近
年
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
農
薬
耐
性
の
あ
る

「
バ
イ
オ
タ
イ
プ
Ｑ
」
の
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
高
知
県
下
で
は
、
大
半
が
こ
の
系
統
に
入
れ
替
わ
っ

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
生
活

環
は
、
25
℃
環
境
下
で
約
22
〜
24
日
で
サ
イ
ク
ル
し
、
通

常
の
有
性
生
殖
に
加
え
、
雌
単
体
で
の
増
殖
が
可
能
（
産

雄
性
単
為
生
殖
）
も
有
し
て
い
る
為
、
短
期
間
で
激
発
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
な
被
害
と
し
て
は
、
吸
汁
害
や

排
泄
物
に
よ
る
「
す
す
病
」
等
の
直
接
害
に
加
え
、
退
緑

黄
化
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｃ
Ｙ
Ｖ
）
を
媒
介
し
、「
ウ
リ
類
退

緑
黄
化
病
」
を
引
き
起
こ
す
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

病
に
罹
患
す
る
と
、
葉
脈
間
が
淡
く
退
色
し
、
重
度
の
場

合
、
生
育
初
期
で
は
生
長
点
の
伸
長
停
止
、
果
実
肥
大
期

に
お
い
て
は
生
育
・
果
実
肥
大
の
停
止
が
発
生
し
ま
す
。

伝
染
経
路
は
基
本
的
に
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
に
よ
る
媒
介
・
接

木
伝
染
の
み
と
さ
れ
て
お
り
、
本
病
対
策
と
し
て
は
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
の
防
除
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

〈
対
策
防
除
〉

▽
薬
剤
防
除
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
卵
・
蛹
の
状
態
で
は
効

果
が
劣
り
ま
す
の
で
、
幼
虫
・
成
虫
期
を
狙
い
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
激
発
時
に
は
薬
剤
散
布
を
以
て
し
て
も
密
度
が

下
が
り
に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
に
努
め
、

低
密
度
に
抑
え
る
と
と
も
に
、
農
薬
特
性
（
残
効
性
や
速

効
性
）
を
加
味
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
苗
か
ら
の
侵
入
や
周
辺
雑
草
の
除
草
、

ホ
リ
バ
ー
等
の
粘
着
資
材
の
活
用
な
ど
、
物
理
的
防
除
に

も
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
薬
剤
散
布
例
〉

【
予
防
防
除
】
幼
虫
（
一
部
卵
）
に
防
除
効
果
が
あ

り
、
残
効
に
優
れ
た
薬
剤　
（
主
）
モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ

ル
／
（
サ
ブ
）
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ

【
発
生
初
期
〜
中
程
度
（
成
虫
・
幼
虫
混
在
）】
防
除
効
果

が
高
く
、
速
効
性
の
あ
る
薬
剤
を
基
軸
に
、
残
効
に
優
れ

た
薬
剤
を
混
用　
（
主
）
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
／
（
サ
ブ
） 

ベ

ス
ト
ガ
ー
ド
水
溶
剤
・
コ
ル
ト
顆
粒
水
和
剤

【
応
急
防
除
（
成
虫
・
幼
虫
混
在
）】
防
除
効
果
が
高
く
、

速
効
性
の
あ
る
薬
剤　
（
主
）
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
・
フ
ァ

イ
ン
セ
ー
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル

【
特
殊
作
用
性
】
産
卵
抑
制
作
用
あ
り　
（
主
）
チ
ェ
ス
顆

粒
水
和
剤

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
／
退
緑
黄
化
ウ
イ
ル
ス

生
態
と
そ
の
被
害　

　

雌
成
虫
の
体
長
は
0.4
〜
0.5
㎜
で
赤
色
を
し
て

い
ま
す
。
３
月
ご
ろ
よ
り
増
加
を
始
め
、
５
月
〜

梅
雨
明
け
、
９
〜
10
月
に
急
増
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
７
〜
８
月
の
盛
夏
期
は
高
温

に
よ
り
増
殖
量
が
や
や
低
下
し
ま
す
。
葉
や
果

実
が
吸
汁
加
害
さ
れ
る
と
、
白
い
カ
ス
レ
様
と

な
り
外
観
が
損
な
わ
れ
、
樹
体
の
光
合
成
能
力

も
低
下
し
ま
す
。

防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

　

12
月
〜
１
月
の
厳
冬
期
に
防
除
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
（
１
０
０

倍
）
を
４
月
に
散
布
し
ま
す
。
た
だ
し
、Ｉ
Ｃ
ボ

ル
ド
ー
（
幹
腐
病
対
策
）
と
の
混
用
お
よ
び
14

日
以
内
の
近
接
散
布
は
薬
効
の
低
下
お
よ
び
薬

害
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

発
生
と
そ
の
被
害　

　

葉
・
果
実
・
枝
に
い
ぼ
状
の
病
斑
が
発
生
し
、

外
観
を
激
し
く
損
ね
ま
す
。
旧
葉
の
病
斑
で
越

冬
し
、
発
芽
期
以
降
は
雨
が
降
る
た
び
に
伝
染
、

新
し
い
病
斑
も
感
染
源
と
な
り
ま
す
。
果
実
に

は
５
〜
９
月
ま
で
感
染
し
ま
す
が
、
肥
大
が
進

む
に
つ
れ
て
感
染
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

　

春
葉
で
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
、
剪
定
時

に
発
病
葉
枝
を
除
去
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
展
葉
初
期
（
も
っ
と
も
伸
び
た
春
芽
が
１

㎝
程
度
）
と
開
花
始
め
に
薬
剤
散
布
を
行
い
ま

す
。
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
１
０
０
０
倍
・
30

日
・
３
回
）
が
有
効
で
す
が
、
肌
等
に
か
ぶ
れ
が

起
こ
る
方
は
フ
ル
ー
ツ
セ
イ
バ
ー
（
２
０
０
０

倍
・
前
日
・
３
回
）
マ
ネ
ー
ジ
D
F
（
５
０
０
０

倍
・
30
日
・
３
回
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ハダニに吸汁された葉

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

そ
う
か
病

退緑黄化ウイルス罹病状況 
定植間もない株の罹患状況
生長点黄化・伸長停止する

タバココナジラミ成虫 
流線形で中央部が盛り上がる

やや黄色味がかる

葉・果実上のいぼ状病斑

春
先
の
病
害
虫
防
除

タバココナジラミの生活環（左図）
薬剤効果の高い生育ステージ（下図）

出典：シンジェンタジャパンHPより

出典：シンジェンタジャパンHPより
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作
文
も
図
画
も
ど
れ
も
上
手
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。
と
く
に
作
文
は
家
族
へ
の
愛
情
が
溢

れ
て
い
ま
す
。（

香
南
市
赤
岡
町
・
62
歳
）

子
供
達
に
改
め
て
お
米
の
お
い
し
さ
、
大
切

さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

（
香
南
市
野
市
町
・
78
歳
）

お
か
ゆ
が
大
好
き
な
小
１
の
孫
に
読
ん
で
あ

げ
ま
し
た
。
じ
じ
・
ば
ば
の
米
作
り
を
将
来

継
い
で
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
71
歳
）

児
童
・
生
徒
さ
ん
の
作
品
を
見
て
、
気
持
ち

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
子
供
達
は
地
域
の

宝
で
す
ね
！

（
香
南
市
赤
岡
町
・
75
歳
）

▼
こ
う
ぐ
り
１
月
号　

特
集
②『
お
米
・
ご
は

ん
へ
の
素
直
な
気
持
ち
を
表
現　

作
文
・
図

画　

高
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
関
す
る
お
便
り

た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
図
画
は
び
っ
く
り

す
る
ぐ
ら
い
上
手
で
し
た
ね
。
作
文
の
方
も

読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
気
持
ち
が
ほ
っ
こ
り
す
る

内
容
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
読
む
と
お

に
ぎ
り
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
主
食
が
お

米
の
国
、
日
本
に
生
れ
て
き
て
幸
せ
を
感
じ

ま
す

（*̂ -̂ *）

地
元
の
花
や
食
材
を
使
っ
た
暮
ら
し
が
、
日
々

の
生
活
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
60
歳
）

う
ち
ん
く
の
台
所　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
夕

食
作
り
に
参
考
に
な
り
ま
す
。
今
は
ネ
ギ
が

お
い
し
い
の
で
イ
カ
の
安
い
時
に
作
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

料
理
あ
り
、
み
ん
な
の
声
あ
り
と
お
い
し
い

物
や
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
こ
の
１
冊
で

十
分
楽
し
め
ま
す
。

（
香
美
市
香
北
町
・
50
歳
）

家
庭
菜
園
を
作
っ
て
い
ま
す
が
ニ
ラ
や
ナ
ス
に

つ
い
て
の
病
害
虫
や
障
害
の
対
策
な
ど
教
え

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
香
南
市
夜
須
町
・
50
歳
）

▼
広
報
誌
「
こ
う
ぐ
り
」
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し

に
少
し
で
も
役
立
ち
、
農
業
な
ど
に
関
心
も

持
っ
て
頂
け
た
ら
と
の
想
い
で
各
担
当
者
は
み

な
さ
ん
の
と
こ
へ
取
材
に
行
か
し
て
も
ら
い
、

そ
の
先
で
教
わ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
れ

を
活
か
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
１
冊
に
と

毎
月
お
届
け
し
て
い
ま
す
！  

先
月
２
月
号
の

う
ち
ん
く
の
台
所
は
香
美
地
区
の
〝
ゴ
ー

ヤ
ー
〞
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど
う
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？  
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
ゴ
ー
ヤ
ー
料
理

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
ね
。

▼
成
人
式
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
、
さ
ぞ
か

し
娘
さ
ん
も
家
族
の
み
な
さ
ん
も
残
念
な
気

持
ち
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
ご
家
族
で
成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
ご一緒
に

過
ご
さ
れ
、
今
も
心
に
残
っ
て
い
る
素
敵
な
お

便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

答
え
の
フ
リ
ソ
デ
、
こ
の
時
季
に
な
る
と
思
い

出
し
ま
す
。
２
年
前
娘
の
成
人
式
で
振
袖
を

購
入
し
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
成
人
式

が
中
止
。
し
か
し
、
１
月
３
日
に
振
袖
を
着

て
、
家
族
み
ん
な
で
写
真
を
撮
っ
て
、
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。一家
団
ら
ん
の
成
人
式
で
し
た
。

（
香
美
市
香
北
町
・
53
歳
）

閉店のお知らせ
　平素は「Ａコープかがみ」「Aコープ香北」をご利用いただき
まして誠にありがとうございます。
　さて弊店は開店以来、長きにわたり地域の皆様に支えられて
営業を続けて参りましたが、諸般の事情により閉店させていただ
く事となりました。
　これまでご愛顧賜りました皆様方に心よりお礼申し上げます。
　又、閉店後は何かとご不便をおかけ致しますが、何卒ご理解
賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。

Aコープ香北（店舗）
　令和５年３月17日（金）　午後５時30分まで
Ａコープ香北（移動購買車）
　令和５年３月10日（金）まで
Aコープかがみ
　令和５年３月24日（金）　午後６時まで

閉店日

廃ポリ・廃プラ回収日

◆ 廃プラ（ビニール）
とき：４月 ５日（水）　午前９時～10時野市支所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着すると、費用負担が
多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散することにより近隣住民に大きな
ご迷惑となります。回収にあたり、異物を十分に取り除いて頂きますようお願
いいたします。

　香北支所は生姜予冷庫前、土佐山田支所は土佐山田購買課西側駐車
場。野市支所、夜須支所、吉川・香我美・赤岡支所は旧香我美ライスセ
ンターとなっています。

◆ 廃ポリ
とき：４月19日（水）　午前９時～11時
とき：４月20日（木）　午前９時～11時
とき：４月 ７日（金）　午前９時～11時
とき：４月14日（金）　午前９時～11時
とき：４月11日（火）　午前８時～ ９時30分
とき：４月25日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：４月13日（木）　午前８時～10時

物部支所
香北支所
土佐山田支所
野市支所
夜須支所

吉川・香我美・赤岡支所

高知県農業協同組合

回収場所

回収にあたってのご注意
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